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Abstract. In this study, we have undertaken to determine the batericidal and antibacterial effects of five types of 
tea (namely, green tea, black tea, roasted tea (Hoji-cha), jasmine tea, barley tea (Mugi-cha)), and four types of 
mouthwash solutions against oral bacteria. The oral bacteria were treated with each tea or mouthwash solution for 
two minutes, cultured on an aerobical blood agar plate, and the survival rates (SRs) were calculated on the basis 
of the number of colonies found in each specimen. The SRs in each tea solution were approximately 55% in green 
tea, black tea and roasted tea, 65% in Jasmine tea, and over 100% in barley tea. In the mouthwash solutions 
which contains antiseptic agents SRs were approximately 0-14%. This study suggests that all the tea tested 
except for the barley tea is effective for a gargle due to their bactericidal and antibacterial properties against oral 
bacteria. 
 
Keywords: Gargle solution, Green tea, Black tea, Mouthwash solution, Oral bacteria, Bactericidal and 
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１．はじめに 

口腔には外界から侵入する微生物や微小粒子状物質

等の汚染物や食事の残渣等が存在し、これらは感染症

だけでなく口腔常在菌増加の原因ともなるので、口腔

内を清潔に保つためにできるだけ除去する必要がある。

口腔には 400 種類以上の常在細菌叢が形成され、存在

する菌数は唾液 1mL では、106から 108CFU/mL、デ

ンタルプラーク 1g では 1011CFU/g で、糞便 1g に含ま

れる菌数より多く、増加しすぎると疾患やう蝕等の原

因になるので適度に除去することが望ましい。加齢や

全身性疾患により免疫力が低下すると、容易に日和見

感染症が発症するなど感染症が発症しやすくなる[1,2]。 
含嗽（うがい）は、口腔を清潔に保持し、感染症を

予防する有効な方法の一つとして、日常的に行われて

いる。口腔内の汚染物等の除去のための含嗽の効果と

して、機械的な効果と化学的な効果がある。機械的効

果は含嗽の方法によるもの、化学的効果は用いる含嗽

剤の殺菌・抗菌効果を含む化学的作用によるものであ

る。 

強い殺菌・抗菌効果を期待する場合は、イソジンの

ような消毒薬剤の使用が考えられる。近年口腔を清潔

に保つため各種洗口剤が発売され、殺菌・抗菌効果を

有するものもある。一方、日常での恒常的な使用にお

いて、殺菌・抗菌効果が期待される緑茶や紅茶などの

飲料を含嗽液として使用することが注目されている。

これらの含嗽液の効果については、様々な方法に基づ

き評価されている[3-22]。茶における殺菌・抗菌効果は

主にカテキン類の殺菌・抗菌効果によることが示され
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ている[10-22]。 

高井[23,24]は、各種含嗽液の口腔細菌に対する殺

菌・抗菌効果を直接的に調べる方法として、含嗽液に

口腔に存在する細菌を一定時間混合した液を標準寒天

培地で培養し、生じるコロニー数の算定に基づき、増

殖可能な細菌の生残率を調べる方法を試み、緑茶や紅

茶に応用し、その殺菌・抗菌効果を示した。 

本研究では、高井[24]の方法を若干改良するととも

に、口腔細菌において主要な割合を占めるレンサ球菌

[25,26,27]の培養に適した血液寒天培地を用いて、5 種

類の茶（緑茶、紅茶、ほうじ茶、ジャスミン茶、麦茶）、

および 4 種類の洗口剤（アルコール殺菌タイプ、ノン

アルコール殺菌タイプ、非殺菌タイプ、イソジン）に

ついて、口腔細菌に対する殺菌・抗菌効果を調べた。 

２．研究方法 

2.1. 口腔内細菌液の準備 

起床後、歯磨き及び含嗽を行い、約 3 時間後に 20mL
の滅菌蒸留水を口腔に含み、1 分間含嗽を行った後の

含嗽水を細菌液とした。細菌液は、1 名の健康で、齲

歯などの口腔内疾患を含む疾患のない男性のものを用

いた。 

 
2.2. 含嗽液の準備 

含嗽液として、5 種類の茶、緑茶、紅茶、ほうじ茶、

ジャスミン茶、麦茶、4 種類の洗口剤、洗口剤 A（ア

ルコール殺菌タイプ）、洗口剤 B（ノンアルコール殺菌

タイプ）、洗口剤 C（殺菌作用を示していない非殺菌タ

イプ）、イソジンを用いた。 
茶類の含嗽液はティーバッグタイプのものを用いて

準備した。緑茶（おーいお茶、株式会社伊藤園）、紅茶

（日東紅茶 Daily Club、三井農林株式会社）、ほうじ茶

（株式会社ローソン）、ジャスミン茶（ハラダ製茶株式

会社）、麦茶（株式会社ローソン）を用いた。ビーカー

に約 80℃の高温水を 100mL 入れ、ティーバッグを浸

し、最初に 1 回あたり約 1 秒の速度で 20 回上下させ、

終了後そのまま放置し、30秒後にティーバッグを除き、

しばらく放置して液温が 30-40℃のものを用いた。 
洗口剤 A（アルコール殺菌タイプ、システマデンタ

ルリンス Ea、ライオン株式会社）、洗口剤 B（ノンア

ルコール殺菌タイプ、システマデンタルリンス Fa、ラ

イオン株式会社）、洗口剤 C（殺菌作用のないタイプ、

モンダミン PX4、アース製薬株式会社）を用いた。 
イソジンうがい液は、市販のイソジンうがい薬 3mL

を 60mL の蒸留水で希釈して用いた（説明書通りに希

釈）。イソジンうがい薬（ムンディファーマ株式会社製）

は、ポピドンヨード 70mg（有効ヨウ素 7mg）／mL
に、エタノール、ℓ-メントール、サッカリンナトリウ

ムを含むものであった。 

 
2.3. 細菌の含嗽液での処理 

含嗽液 9.9mL を試験管に入れ、これに細菌液 0.1mL
を加え、細菌が含嗽液中に均質に広がるように試験管

を 5 回左右に振り、撹拌した。撹拌時間を含め 2 分間

処理した。攪拌は、約 1 分後、処理終了前に、それぞ

れ数回行った。2 分間の処理後、速やかにこの液を 102

倍希釈し、希釈後すぐに培養に用いた。コントロール

としては、9.9mL の滅菌蒸留水に細菌液 0.1mL 加え、

撹拌後すぐに 102倍希釈したものを培養に用いた。 
 

2.4. 寒天培地での細菌の培養とコロニー数の算定 

寒天培地による培養は、9cm 径のシャーレに作製さ

れた血液寒天培地（ニッスイ）を用いた。血液寒天培

地は、購入後、4℃で保管し、使用時にインキュベータ

で 37℃に加温した。 
試験液は、マイクロピペットで 0.1mL 取り、血液寒

天培地に入れ、コンラージ棒で寒天培地上に均質に広

げ、塗布した。試験区毎に 3 枚の寒天培地を用いた。

以上の操作は、クリーンベンチ内で無菌的に行った。 
寒天培地を 37℃の恒温器に入れ、好気的条件で 48

時間培養し、生じたコロニー数を算定した（Figure 1）。 

 
2.5. 生残率の算定と統計的検定 

増殖可能な細菌の生残率は、3 枚の寒天培地のシャ

ーレにおけるコロニー数の合計をコントロール（蒸留

水）の 3 枚の寒天培地のコロニー数の合計で除した数

値のパーセントで示した。 
2 群間の有意差に関する統計的検定は Fisher’s 

Exact Test により行い、有意確率は p < 0.05 とした。 

 

 
Figure 1. Colonies grown from oral bacteria 
treated with the mouthwash solution B on a 
blood agar plate.  
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2.6. 研究倫理 

研究の実施に当たり、所属研究機関に倫理審査申請

を行い、承認を得、その内容に従い研究を実施した。 

３．結果と考察 

 今回行った口腔内細菌を各種茶で処理し、血液寒天

培地で培養を行い（Figure 1）、生じたコロニー数を算

定した結果を Table 1 に示す。1 回の実験で、それぞれ

の試料について 3 枚のシャーレを用いて培養を行い、

さらに同じ実験を再度行った。 
増殖可能な細菌の生残率について（Table 1）、すべ

ての茶で 2 回行った実験の結果の間に有意差は示され

なかった（p < 0.01）。生残率は、2 回の実験の平均値

で示すと、緑茶が 55.9%、紅茶が 54.4%、ほうじ茶が

56.7%、ジャスミン茶が 63.1%、麦茶が 125.5%であっ

た(Table 2)。これらの結果を要約すると、緑茶、紅茶、

ほうじ茶の生残率はほぼ同じで約 55%、ジャスミン茶

は 65%、麦茶は 100%以上であった。 
生残率について、緑茶に対して、紅茶、ほうじ茶、

ジャスミン茶のいずれにおいても有意な差は示されな

かった（p < 0.01）。麦茶は緑茶との間に有意差が示さ

Table 1. The number of colonies and survival rate (SR) (%) in different types of tea 
 
 

Group 
Number of colonies 

SR (%) 
 1 2 3 Total Mean ± SD 

1 Control 222 261 252 735 245.0 ± 20.4  － 

  Green tea 125 140 152 417 139.0 ± 13.5  56.7 

  Black tea 113 126 159 398 132.7 ± 23.7  54.1 

  Roasted tea* 138 154 113 405 135.0 ± 20.7  55.1 

  Jasmine tea 114 147 218 479 159.7 ± 53.1  65.2 

  Barley tea** 384 262 302 948 316.0 ± 62.2  129.0 

2 Control 229 201 237 667 222.3 ± 18.9  － 

  Green tea 128 133 106 367 122.3 ± 14.4  55.0 

  Black tea 148 110 106 364 121.3 ± 23.2  54.6 

  Roasted tea 111 144 133 388 129.3 ± 16.8  58.2 

  Jasmine tea 175 141 90 406 135.3 ± 42.8  60.9 

  Barley tea 192 286 336 814 271.3 ± 73.1  122.0 
 *Hoji-cha, **Mugi-cha, SD: standard deviation 
Survival rate (SR) = percentage of the number of colonies in each gargle solution per that in the control. 
 
 
Table 2. Mean survival rate (SR) (%) in different types of tea 

Group Green tea Black tea Roasted tea Jasmine tea Barley tea 
Mean SR(%) 55.9 54.4 56.7 63.1 125.5 

 
 
Table 3. The number of colonies and survival rate (SR) (%) in different types of mouthwash solutions  

Group 
Number of colonies 

SR (%) 
1 2 3 Total Mean ± SD 

Controｌ 368 397 387 1152 384.0 ± 12.1 － 
Isodine 0 0 0 0 0.0 ± 0.0 0.0  
Mouthwash A 3 5 3 11 3.7 ± 0.9 1.0  
Mouthwash B 56 39 61 156 52.0 ± 9.4 13.5 
Mouthwash C 269 334 353 956 318.7 ± 36.0 83.0 
SD: standard deviation 
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れた（p < 0.01）。 
口腔内細菌をイソジン及び各種洗口剤で処理した実

験結果を表 3 に示す。この実験は、結果が明瞭であっ

たので 1 回のみの実験とした。イソジンで処理した細

菌の生残率は 0%で、殺菌・抗菌効果は 100%であった。

殺菌効果が表示されている洗口剤 A（アルコールタイ

プ）は、生残率はほぼ 0%で、殺菌・抗菌効果はほぼ

100%であった。殺菌効果が表示されているノンアルコ

ールタイプの洗口剤 B は、生残率はこれらよりやや高

く、13.5%で、殺菌・抗菌効果は、約 86%であった。

一方、殺菌効果が表示されていない洗口剤 C は生残率

は 83.0%と高く、殺菌効果が示されなかった。アルコ

ールを含むタイプと含まないタイプの比較では、アル

コールを含むタイプの方が有意に高い殺菌・抗菌効果

を示した（p < 0.01）。 
今回の研究結果において、麦茶を除く各種茶は、生

残率に基づくと、およそ 40-50%の殺菌・抗菌効果を示

し、ほぼ 100%であったイソジンやアルコール殺菌タ

イプの洗口剤 A に比べると低いものの、殺菌・抗菌効

果があり、含嗽液として用いるのは効果的と考えられ

る。麦茶の生残率が 100%を超えているのは、殺菌・

抗菌作用がないため、細菌が分裂し増殖した結果と考

えられる。 
茶の殺菌・抗菌効果については、茶に含まれるカテ

キンの殺菌・抗菌効果に基づくことが報告されている

[10-22]。茶に含まれるカテキンは 10 種類ほど報告さ

れている[28]。西條・武田による HPLC によるカテキ

ンの抽出実験では[29]、日本茶 4 種類について、いず

れも 8 種類のカテキンを含み、総カテキン量は、普通

煎茶 12.54、高級煎茶 6.89、番茶 5.45、抹茶 4.92、ほ

うじ茶 2.47（乾燥重量%）の順であった。紅茶につい

ては、坂本らによると、種類により 10%を超えるもの

から 1%に満たないものまで幅がある[30]。今回の結果

では、これらのデータに基づくカテキン量による違い

による殺菌・抗菌効果の違いは明確ではなかったが、

実際に研究に用いた茶のカテキン量に基づく必要があ

るので（今回の研究ではカテキン量の測定は行ってい

ない）、カテキン量の違いによる殺菌・抗菌効果の違い

については、今後の課題とする。ただし、カテキン類

をほとんど含まない麦茶は[31,32]、殺菌・抗菌効果を

示さなかったので、両者の関係は明確であった。 
イソジンや洗口剤の殺菌・抗菌効果については、90%

以上との報告があり[3,4,6]、高井[23]もイソジンとアル

コール殺菌タイプの洗口剤について、今回と同様の実

験方法で 100%近い殺菌効果を報告している。今回の

結果においても、イソジンが 100％、洗口剤について

は、殺菌効果を示すアルコールタイプのものについて

はほぼ 100％の殺菌・抗菌効果を示した。殺菌効果を

示しているものについて、アルコールを含むものと含

まないものの差は、アルコールを含むものの方が高い

殺菌・抗菌効果を示した。また、殺菌効果を示さない

ものについては、殺菌・抗菌効果はほとんど認められ

なかった。 
今回の実験では、試料としては口腔に存在する細菌

をすべてを扱っているが、評価の対象となるのは、培

養条件に基づき増殖可能な細菌に限定され、すべての

口腔細菌が評価の対象になっているわけではない。今

回の細菌培養は好気的環境下で行っているため、嫌気

的条件では増殖しない偏性嫌気性細菌は評価の対象に

はなっていない。また、栄養要求性等で、培地の組成

により増殖する細菌類は限定される。 

口腔細菌として最も多いのがレンサ球菌で、歯肉溝

で27.1%、プラークで27.9%、舌背で38.3%、唾液で42.1%

の割合で存在していることが報告されている[25]。レ

ンサ球菌は発育にアミノ酸、ビタミン類等、栄養要求

性が高く、普通寒天培地や糖を含まない培地では増殖

できない[27]。高井[23,24]は、標準寒天培地を用いた

ので、普通寒天培地よりは栄養成分が多く、増殖でき

る細菌も普通寒天培地よりは多いと考えれられる。今

回の研究では口腔細菌の主要な割合を占めるレンサ球

菌の培養に適し、広く用いられている血液寒天培地を

用いたので、評価の対象となる細菌は標準寒天培地を

用いた前回の研究に比べ多くなっていると考えられる。 

いずれにしても、口腔細菌は多種多様な細菌が存在

し、培養条件も異なるので、単一の方法では評価の対

象となる細菌は限定されるが、血液寒天培地での培養

により口腔細菌の主要な部分を占めるレンサ球菌を含

め、総合的に殺菌・抗菌効果を知る目安にはなると考

えられる。 
血液培養では、溶血反応が示された。レンサ球菌は

溶血性を示すので、溶血性の違い基づくグループ（α

溶血、β溶血、γ溶血）に分類できるが、次回の課題

である。 
今回の研究では、含嗽剤の殺菌・抗菌効果を、含嗽

剤に口腔内細菌を混合し、寒天培地で培養し、その生

残率に基づき評価したが、簡易に行え、有効性は高い

と考えられる。 
今回の研究は、1 名の男性からの口腔内細菌に対す

る結果であったが、健康な成人での年齢差による口腔

内常在細菌叢の総細菌数や種類の違いは認められない

ことが報告されているので[33]、今回の結果は一般化

できるものと考えられる。 
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各種茶及び洗口剤の口腔細菌に対する殺菌・抗菌効果 

高井 明徳 

 
本研究において、5 種類の茶（緑茶、紅茶、ほうじ茶、

ジャスミン茶、麦茶）、4 種類の洗口剤の口腔細菌に対

する殺菌・抗菌効果が調べられた。口腔細菌液は各種

茶、洗口液で 2 分間処理され、血液寒天培地で好気的

に培養され、生じたコロニー数を算定した。その結果、

増殖可能な細菌の生残率は、緑茶、紅茶、ほうじ茶で

約 55％、ジャスミン茶で約 65%、麦茶で 100%以上で

あった。イソジン及びアルコール殺菌タイプの洗口剤

の生残率はほぼ 0%であった。本研究結果から、麦茶を

除く各種茶は、口腔細菌に対し殺菌・抗菌効果を有し、

含嗽に効果的であることが示唆された。 
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